
寒冷の候、貴施設におかれましては益々ご繁栄のこととお慶び申し上げます。
平素は、当院の運営にご理解とご助力を賜り、また、多数の患者様をご紹介いただき、厚く御礼申し上げます。
このたび、東海大学医学部付属八王子病院医療連携ニュース2023年12月号を発行いたしました。
先生方が、ますます当院との医療連携を深めていただく、一助となれば幸いです。

患者支援センター所長 小田真理、 医療連携室長 角田隆俊
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八王子市小児救急のニーズと幅広い小児疾患に対応する小児センター

当科は現在９名の常勤医により外来・入院診療を行っています。また、小児外科医２
名の常勤医と共に小児の幅広い疾患に対応しています。八王子市の小児救急担当医
療機関のひとつであり、奇数日の休日と奇数日の平日夜間（午後11時から翌朝）の小児
救急患者の診療を担っています。外科系疾患に対しては小児外科に加えて、耳鼻咽喉
科、歯科口腔外科、形成外科、皮膚科、脳神経外科、整形外科とも連携しています。
小児科での診療は急性期の疾患が多く、酸素需要が生じた呼吸器感染症や気管支喘
息の急性増悪、輸液が必要な脱水症、川崎病、痙攣性の疾患、腎尿路系の感染症など
です。多くは市内の小児科クリニックより当院に入院目的でご紹介いただいた患児です。
今後とも地域の先生方の期待に応えるためには、標準的でかつup dateされた診療を実
践することが重要と考えています。慢性疾患に対しては主に外来診療となりますが、ア
レルギー、呼吸器、内分泌、循環器、腎臓、神経、膠原病の各専門外来を設けてそれぞ
れ専門領域の医師（非常勤医師も含む）が診療にあたっています。
私の専門分野は小児腎疾患で、腎炎・ネフローゼ、先天性腎尿路異常、尿路感染症、

水電解質異常、排尿異常（夜尿症や中間尿失禁）などが含まれます。腎炎・ネフローゼ
に対しては必要に応じて腎生検を行い、診断に相応した治療を行います。ネフローゼ

東海大学医学部付属八王子病院
小児科 臨床教授 新村文男 医師

【専門分野】
小児科、腎疾患、水電解質異常

【専門医・認定医】
日本小児科学会専門医・指導医、日本腎臓学会専門医・指導医

症候群に対しては近年、生物学的製剤
のリツキシマブが保険適応となり当院で
も投与しています。おしっこに関すること
でご依頼があれば喜んで診療にあたら
せていただきます。
今後も地域の先生方に頼られる小児
科となるべく、皆様のご指導ご鞭撻を賜
りたいと存じます。



医療連携室からのお知らせ
当院では、午前8時から11時までに来院された初診患者様は、予約の有無にかかわらず診療いたします。（一
部の診療科を除く）
ご紹介におかれましては、紹介状を作成いただき、当日に持参いただければ幸いです。なお、従来の事前予
約による診療も行っております。

医療機関専用ダイヤル 042-639-1114 平日8:30～16:30、第2,4,5土曜日 8:30～14:30

医療機関専用ファックス 042-639-1115 24時間対応 ＊受付時間以降の受信は、翌日対応となります。

一般ダイヤル 042-639-1111(代表) 平日8:30～16:30、第2,4,5土曜日 8:30～14:30

診療受付時間：月曜日～金曜日、第2・4・5土曜日 8：00～11：00
休診日：日曜日・祝日、第1・3土曜日、11月1日（建学記念日）、12月29日～1月3日

手肘外科から重度四肢外傷まで

東海大学医学部付属八王子病院
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【専門分野】
手・肘関節外科、マイクロサージェリー

【専門医・認定医】
日本整形外科学会（専門医、脊椎脊髄病医、リウマチ医）、
日本手外科学会（専門医、手外科指導医、代議員）、
東日本整形災害外科学会（評議員）、日本肘関節学会（評議員）、
日本骨折治療学会（評議員、理事）

また、軟部組織損傷を伴う四肢開放骨
折、腱や神経血管損傷に対する治療
を行っています。
入院手術と日帰り手術を行なってお
りますので、ご要望に応じて対応致し
ます。
今後、地域の先生方と連携した治療
に精励する所存にございますので、ど
うぞよろしくお願い致します。

私は2023年4月に赴任しました。同時に内山教授が着任し新体制となった当科の紹介
をさせて頂きます。常勤医として専門医機構認定「整形外科専門医」が7名在籍していま
す。上肢、脊椎、下肢を中心とした各分野でスポーツ外傷、一般外傷や変性疾患など幅
広く対応しています。
上肢としては、肩関節では関節鏡を用いた腱板断裂修復術や、反復性肩関節脱臼の
関節唇修復手術などコンタクトスポーツ選手にも対応しています。
外傷としては、四肢と体幹の全般的な骨折、切断肢、軟部組織損傷に伴う開放骨折、
腱や神経血管損傷に対する治療を行っています。骨粗鬆症を基盤とした上腕近位端骨
折は、人工骨頭に加えてリバース型人工関節といった先進的治療を行っています。
私は、上肢の中でも手・肘関節外科に関わる治療と、重度四肢外傷に関するマイクロ
サージェリーを用いた治療を専門にしています。手根管症候群、肘部管症候群、母指
CM関節症、変形性肘関節症、腱鞘炎や関節リウマチによる変性疾患に対し、人工関節
置換術を含めた治療を行っています。

肘関節脱臼骨折の術前3DCT

尺骨鉤状突起は鋼線固定術
橈骨は人工橈骨頭置換術

外側側副靱帯はアンカー固定


